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コロナ・パンデミックからの回復とレジリエンス確保に向けた
日米両国の鉄道業界の戦略と取組



東急線ネットワーク図
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東急線

Tokyo

Chiba
Kanagawa

Saitama

路線: 8 (1軌道含む) 

距離：104.9km 駅数 : 97

車両数：1,277

旅客数：11.9 億人 / 年 （324 万人 / 日）
運輸収入: 1,570 億円 / 年 ※2019年度データ



東急線の輸送状況
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※連休等を考慮した補正あり
※2021年2月中旬以降は対2019年比較
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※渋谷駅到着断面
※2020年以降は目視調査による

混雑率 128％
2021年4月

混雑率 76％
2020年6月

田園都市線時間帯別輸送状況（目視調査）混雑率(％)

全駅乗降人員（終日）対2019年比較

▲30％

6時台

減少駅ランキング
（一日平均乗降人員 2019⇒2020年度）

減少数 減少率

1 渋谷 1 駒沢大学

2 横浜 2 白楽
3 目黒 3 大岡山
4 日吉 4 尾山台
5 武蔵小杉 5 二子玉川

緊急事態宣言
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コロナ禍を踏まえた現状の取組み

●各職場へのCO2センサーの設置

●楽天PCR検査キットによる全職場スクリーニング検査（2021年4月～）

●希望者を対象としたワクチンの職域接種（2021年6月21日～）

●除菌洗剤を用いた定期清掃
（エレベータ、エスカレータ、待合室、階段手すり、旅客トイレなど）

●ビニールカーテンなどの設置（改札・案内窓口）

●各駅へのアルコール消毒液、ウイルス除去剤の設置

●抗ウイルス・抗菌コーティング加工
・車内空調フィルター（2020年10月完了）

●駅構内トイレ洗面器の非接触・自動水栓化 (2021年2月完了)

お客さまの安全・安心

従業員の安全・安心

駅構内の除菌・定期清掃

コーティング済み車内空調フィルター取付自動水栓洗面器

CO2センサー

抗ウイルス・抗菌コーティング加工

新型コロナウイルス唾液PCR検査キット

※１回/月
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■基本方針

■時間軸
2021年度 2023年度

ESG経営・DXの追求

強靭な事業構造
への変革

時代に即した
社会的価値

●東急
長期経営構想

１．安全確保を前提に事業基盤の強靭化に向けた事業構造変革の完遂
２．アフターコロナに即した社会的価値の持続的提供

固定費の削減による損益分岐点の低下 大手民鉄トップの
安全性、お客さま満足度、生産性

2026年度～

３つの変革
①運行・駅サービス体系の変革
②テクノロジーを活用したオペレーション変革
③旧来からの慣習にとらわれない社内諸制度の変革

４つの価値
①安全・安心・環境の更なる追求
②ユニバーサルなサービスの進化
③都市交通における快適性の向上と課題の解決
④人、街、暮らしをつなげるプラットフォーム

●東急新横浜線開業

新・中期事業戦略 “３つの変革・４つの価値”
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安全・サービスレベルを堅持しながら、固定費削減や生産性向上により事業基盤を強靭化

① コロナ禍による需要変化に適応するための運行・駅サービス体系の変革

経営危機を変革の機会と捉え、３つの変革を断行

３つの変革

コロナ禍によるお客さまの減少、リモートワークの急速な普及等に適応し、ダイヤや駅サービスの適正化を進めます。

・2021年3月13日にダイヤ改正（終電時刻の繰り上げ、運行ダイヤの適正化など）
・駅業務シフトや配置人員の見直しを継続して検討、実施
・清掃業務等の業務内製化に向けたトライアルを開始

③ 旧来からの慣習にとらわれない社内諸制度・ルールの変革

旧来からの慣習、重層化したルールや社内制度等を再構築し、従業員の活躍の場を拡充することで生産性向上を図ります。

・詳細なリスク分析による設備点検の見直しなど保守業務の最適化
・技術者の部門間連携の推進
・運転や運輸部門における勤務形態の柔軟性向上の検討

② テクノロジーを活用したオペレーションの変革（DX）

テクノロジーの活用によりオペレーションの省力化と安全性・サービスの高度化の実現を目指します。

・東横線におけるワンマン運転に向けた準備・工事への着手
・お客さまサービスへのデジタル技術の導入（モバイル端末の活用やアプリの更なる機能拡充など）
・デジタル技術を活用した状態監視に基づく効率的なメンテナンスシステム（ＣＢＭ）の構築に向けた準備
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４つの価値 ～社会の大きな変化を受けて～

■これまで ■これから

安全・安定
混雑緩和
輸送力増強

ネットワーク拡充
相互直通運転

ハード拡充による
グループ連携

包摂的な
鉄道輸送

環境貢献
社会課題の解決

デジタルによる
地域・グループ、他モード連携

あらゆる人、目的に応える鉄道サービス

ソフトによる連携を活用したサービス

増加する通勤・通学需要にあわせた輸送力・設備増強

ハードによる連携を主としたサービス

通勤を中心としたライフスタイルを支える 多様なライフスタイルにつながる

あらゆる人が移動しやすい鉄道サービスの提供や他のサービス・地域との多様な連携を通じて、
時代に即した公共交通としての役割を将来に渡り果たしていきます。
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鉄道に期待される「安全・安心」や「環境性能」の更なる向上により、
街にやさしく、お客さまに信頼される都市交通であり続けます。

①安全・安心・環境の
更なる追求

■安全・安心

■環境

事故防止、異常時の復旧力強化 災害対策

感染症対策

・踏切の安全性向上
検知精度の高い３D式障害物検知装置
の設置を推進

・設備健全性の維持
車両新造、信号保安装置等の更新や
保守・点検の確実な実施

・浸水対策
激甚化する豪雨に備え地下換気口の
嵩上げや法面の補強を実施

・構造物の耐震補強

省令に基づく耐震に加えて災害時
の復旧性を向上させる補強を実施

・安全共創館の新設
社員教育に特化した施設整備、教育プロ
グラム充実により人材力・技術力を強化

・司令所機能の高度化
日常の運行安定性の向上や異常時対応の
迅速化を実現

・新型コロナウイルスへの対策

お客さまに安心してご利用頂けるように
車両窓開けや定期的な消毒等の対策を継続実施

環境性能の向上

・脱炭素・循環型社会への貢献

再生可能エネルギーによる運行路線の拡大
等の環境性能向上と併せた鉄道利用促進策
により環境負荷を低減 ©2021 TOKYU RAILWAYS Co., Ltd.



バリアフリーをより一層拡充し、あらゆるお客さまがご利用しやすい鉄道
として、共生社会の実現に貢献します。

②ユニバーサルな
サービスの進化

通勤・通学需要に注力した鉄道 あらゆるお客さまが容易に快適に利用できる鉄道サービスを目指す

シンプルな移動体験

・便利な定期施策等の検討
・モバイル端末でのPASMO※の推進
・キャッシュレス、ゲートレスの推進
・駅通信環境の整備

・段差に配慮した駅空間
（ホーム・車両の段差・隙間の解消）
・属性や要望に合わせた経路のご案内
・子育て世代、高齢者の負担軽減施策

誰もがひとしく
利用しやすい鉄道

（高齢者、障害者、外国人等）

加えて

５Ｇ

※PASMOは株式会社パスモの登録商標です。
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車両の増結・増備、適正なダイヤ設定、有料着席列車の導入などにより
利便性・快適性を向上し、混雑や都心一極集中といった課題の解決に努めます。

③都市交通における
快適性の向上と課題の解決

車内空間の快適化交通アクセス改善

・東急新横浜線開業効果の最大化（2022年度下期）
・新空港線の早期実現

・朝ラッシュピークの分散化
（オフピーク施策、リアルタイム混雑情報など）

・混雑を感じない車内空間の拡充
（目黒線８両化、有料着席サービスの拡充など）郊外型生活の利便性向上

地域分断の解消・多地点間移動の促進（便利な乗車券など）
・駅機能の拡充（空スペースの有効活用など） ・自治体等との連携による線路等での地域分断の解消

元町･中華街

相鉄線

溝の口

中央林間

日吉

蒲田

二子玉川 渋谷

新横浜

横浜

三軒茶屋

世田谷線
こどもの国線

長津田

中目黒

自由が丘田園調布
多摩川

大岡山

旗の台

大井町

目黒西谷

たまプラーザ

あざみ野

武蔵小杉
菊名

ＪＲ山手線

東京メトロ
半蔵門線

東京メトロ
副都心線

都営地下鉄
三田線

東京メトロ
南北線

東京・神奈川・埼玉と関西圏をつなぐ
鉄道ネットワークの構築

新空港線

有料着席サービスの拡充
目黒線８両化 五反田
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駅やアプリでその地域にあるコンテンツが分かり
その地域に出かけたくなる

地域の魅力あるサービスや交通を
１つのプラットフォームで利用できる

他の駅、街にも
行ってみたくなる

④人、街、暮らしを
つなげるプラットフォーム

地域の魅力を高める様々な取組や
各種再開発プロジェクトとの連携

地域とつながる駅空間の創出

地域のサービス、他の交通手段を繋げる
プラットフォームの構築
（Tuy Tuyなど）

・地域の特色が感じられる駅
路線、地域毎のコンセプトに沿った駅デザイン
(「Tokyu Station Pride」）

・地域の魅力発信
駅空間や東急線アプリ等の活用

田園都市線地下区間
各駅リニューアルの推進

駅の魅力を高めるリニューアルやデジタル技術の活用により、沿線地域との
繋がりをつくり、人々が行き交う豊かで活気のある街づくりに貢献します。

提供：鉄道・運輸機構

※パースは現時点でのイメージであり、
実際とは異なる場合があります。

東急新横浜線開業による
綱島、新横浜エリア活性化

沿線開発・地域との連携
サービスプラットフォームの構築
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デジタルトランスフォーメーション ESG経営

創造する社会的価値 ４つの価値

人財戦略
連結経営
分社化意義

安全・安心・環境の
更なる追求

ユニバーサルな
サービスの進化

人、街、暮らしをつなげる
プラットフォーム

都市交通における
快適性の向上と課題の解決

中期事業戦略～３つの変革・４つの価値～

『人へ、街へ、未来へ。』
あらゆる人が移動しやすい鉄道サービスの提供や他のサービス・地域との多様な連携を通じて、

時代に即した公共交通としての役割を将来に渡り果たしていきます。

鉄道利用促進
脱炭素循環型社会

推進基盤・体制
社内

オペレーション
お客さま
サービス

美しい生活環境を創造し、調和ある社会と一人ひとりの幸せを追求

事業基盤の強靭化 ３つの変革

運行・駅サービス体系の変革
テクノロジーを活用した
オペレーションの変革

旧来からの慣習にとらわれない
社内諸制度の変革

安全、サービスレベルの堅持を前提とした聖域なき固定費削減による損益分岐点の改善
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